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コーディネーター（２名/１会場） 
  全体の進行管理 
学生ボランティア（１名以上/中学生５名） 
  先生役 
中学生（２０～３０名/１会場） 
 
 自分の勉強したい教材を持参し、学生が指導。 
 学生作成の教材を利用しても可能 
 
 
 

区保護課（ＣＷ） 

生活保護受給者 
保護者・中学生(1～３年生） 

学習支援会場（5か所） 

週１回2時間 

会場確保、コーディネーター・学生ボランティアの確

保、学生ボランティアの日程管理等 

委託事業者 

③ 参加 

④ 情報提供 

②参加申し込み 
①参加呼び

かけ 

学習習慣の習得 
基礎学力の向上 
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札幌市保健福祉局保護指導課2012/8/7

●高校進学率（平成２２年３月卒業者）

　札幌市全体の高校進学率と比較すると、生活保護世帯の子どもの進学率は4.3％ほど低い

　（札幌市全体99.0％　生活保護世帯　94.7％） ※平成22年度学校基本調査（文部科学省）及び厚生労働省社会・援護局保護課調べによる

　全日制への進学率を比較すると約19％ほど低くなっている。

　（札幌市全体92.7％　生活保護世帯74.2％）

●国の考え方

　「社会的な居場所づくり支援事業の実施について」（平成２３年３月３１日　厚生労働省社会・援護局保護課長通知）

　　生活保護における貧困の連鎖を防ぐために、子どもの進学支援など、被保護世帯の子どもの健全育成を支援する事業の実施を求めるもの

●他自治体の取組状況

　　平成２２年度においては、３５自治体が事業を導入

　　例）　釧路市：中学３年生を対象に、学習支援を行う。

　　　　　相模原市：中学３年生を対象に、ＮＰＯ法人に委託して基礎学力定着と高校進学をサポートするための学習教室を開設。

　　　　　新潟市：中学生を対象に、県立大学に研究委託して学習教室を開設

●　基礎学力の保障～高校進学に向けて

●　子どもの居場所となるような位置づけ 　

　　ボランティアとの交流を通じて、コミュニケーション力を養い、自分の将来像を描く力をつける

●　事業費については、セーフティネット補助金を活用（１０/１０補助）

生活保護世帯の子どもに対する学習支援事業 

 １ 現状 

 ２ 取組の基本方向 

さっぽろ まなびのサポート事業について 

 １ 現状 

 ２ 取組の基本方向 
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